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強
の
進
出
で

体
化
す
る
清
朝ず

仁

列強の侵略を許しはじめ
た清では、洋務運動によ
る近代化改革が図られた。
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足をつくつた。おもに上流階級の女性の間で行われ、20世紀初頭までみられた。
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便
　
一

ア
ヘ
ン
戦
争
に
続
く
ア
ロ
ー
戦
争
で

西
欧
列
強
の
力
に
屈
し
た
清
国
は
、

近
代
化
へ
の
改
革
に

取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

太
平
天
国
の
鎮
圧
と

洋
務
運
動

太
平
天
国
に
対
し
て
は
中
立
の
立
場
を
と
っ

て
い
た
列
強
だ
が
、
ア
ロ
ー
戦
争
後
は
清
朝
か
ら

得
た
権
益
を
守
る
た
め
鎮
圧
に
協
力
。
曾
国
藩

の
湘
勇
や
李
鴻
章
の
淮
勇
な
ど
の
郷
勇

（民
兵

組
織
）
を
支
援
し
た
結
果
、
６４
年
に
太
平
天
国

は
崩
壊
し
た
。

太
平
天
国
は
鎮
圧
し
た
も
の
の
、
続
発
す
る

国
内
反
乱
な
ど
の
内
憂
と
、
ア
全
ノ
戦
争
や
ア
ロ

ー
戦
争
な
ど
の
外
患
を
抱
え
た
清
朝
は
、
国
内

体
制
の
改
革
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
曾
国
藩
や
李
鴻
章
ら
洋
務
派
と
い
わ
れ

た
漢
人
官
僚
は
、
従
来
の
制
度
は
そ
の
ま
ま
に
、

軍
事
と
生
産
技
術
の
改
革
を
行
う
洋
務
運
動

を
展
開
。
富
国
強
兵
や
民
間
企
業
の
育
成
に

一

定
の
成
果
を
得
て
、
同
治
中
興
と
よ
ば
れ
る
安

定
期
を
演
出
し
た
。

列
強
の
侵
略
を
許
し
た

中
国
古
来
の
中
華
思
想

中
国
の
王
朝
は
古
来
、
自
己
を
天
下
で
唯

一

最
高
の
中
心
と
考
え
る
中
華
思
想
を
持
ち
続
け

て
き
た
。
そ
の
た
め
、
外
国
か
ら
の
使
節
や
貿

易
も
朝
貢
と
り
つ
形
で
し
か
認
め
て
こ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
対
等
な
国
の
存
在
を
認
め
な
い
た

め
、
ラ号
」
ま
で
が
中
国
だ
と
限
定
す
る
国
境
、

あ
る
い
は
領
土
と
い
つ
概
念
が
希
薄
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
‐８
世
紀
以
降
進
出
し
て

き
た
西
欧
諸
国
と
も
な
か
な
か
対
等
な
交
流
が

で
き
ず
、
や
が
て
列
強
に
よ
る
侵
略
を
許
す
こ

と

と

な

っ
た

。

１
８
６
１
年
の
総
理
衛
門
設
置
は
、
中
国
が

対
等
な
外
国
の
存
在
を
認
め
る
外
交
を
始
め
た

と
い
つ
意
味
で
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

内
乱
と
ア
ロ
ー
戦
争
に
よ
つ
て

ま
す
ま
す
弱
体
化
す
る
清

ア
ヘ
ン
戦
争
の
敗
北
で
威
信
を
失
っ
た
清
で

は
、
銀
の
流
出
に
よ
る
銀
価
の
高
騰
な
ど
で
税

負
担
が
重
く
な
り
、
各
地
で
抗
租
運
動
が
激
化

し
た
。
ま
た
、
１
８
５
１
年
に
は
キ
リ
ス
ト
教
と

民
間
信
仰
を
融
合
さ
せ
た
宗
教
結
社
（上
帝
会
）

を
創
設
し
た
洪
秀
全
が
、
平
等
な
世
界
を
理
想

と
す
る
寿
平
寿
日
の
建
設
を
目
ざ
し
て
底
配
省

で
蜂
起
。
「減
満
興
漢
」
を
掲
げ
て
、
清
朝
の
打

倒
や
辮
髪
、
纏
足
の
禁
止
を
唱
え
た
ほ
か
、
男

女
に
耕
地
を
均
分
す
る
ん
韓
師
酔
柑
度と
を
発

布
し
た
。
こ
の
蜂
起
は
貧
農
な
ど
が
加
わ
っ
て

勢
力
を
広
げ
、
５３
年
に
は
離
歳
を
占
領
し
て
飛

京
と
改
め
る
に
い
た
っ
た
。

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
は
５６
年
に
起
き
た
ア
ロ
ー

号
事
件
を
回
実
に
、
Ｚ
７
ン
ス
と
共
同
で
清
に

対
し
ア
ロ
ー
戦
争
（第
２
次
ア
令
ン
戦
争
）
を
仕

掛
け
た
。
英

・
仏
軍
が
天
津
を
占
領
す
る
と
、

清
朝
政
府
は
降
伏
し
て
天
津
条
約
を
結
ぶ
が
、

清
軍
が
批
准
を
阻
ん
だ
た
め
英

・
仏
軍
は
さ
ら

に
北
上
し
て
北
京
を
占
領
、
６０
年
に
北
京
条
約

を
結
ん
だ
。
こ
の
２
つ
の
条
約
に
よ
り
、
九
竜
半

島
の

一
部
を
イ
ギ
リ
ス
に
割
譲
し
た
ほ
か
、
天

津
な
ど
‐１
港
の
開
港
、
ア
全
ノ
貿
易
や
キ
リ
ス
ト

教
布
教
の
自
由
化
な
ど
を
認
め
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
翌
年
に
は
外
国
使
節
の
北
京
駐
在
を
許

し
、
そ
の
た
め
の
外
交
事
務
を
扱
う
総
理
衝
門

が
設
置
さ
れ
た
。

アヘン戦争での敗北後、清国内では太平天国の乱が発生。英・仏
からは追い討ちをかけるようにアロー戦争を仕掛けられた。

英・仏軍北京占領

北京を占領した英・仏軍は、清朝の
離宮だつた円明園を焼き払つた。

太平天国の支配地域

アロー戦争での

英・仏軍の進路

アロー号事件
イギリス人が船長を務める
アロー号の清国人乗組員が
逮捕され、その際、清の官憲
が船に掲げられていたイギ
リス国旗を侮蔑したとされ
る事件。

太平天国軍の蜂起
上帝会を創設した洪秀全が太平天国の建
設を目ざして広西省金田村(きんでんそん)
で蜂起。清朝の打倒や儒教の排斥、All髪、
纏足などの禁止を唱えた。
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争


